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「日本はロータリー世界史の中で“例外的なスピード”で発展」

日本の第1号クラブ（東京ロータリークラブ）は1920年設立。
当時の日本はロータリーが拡大するには“難しい文化圏”と考えられていたが、
わずか数年で全国に拡大し、アジアの拠点に。
※現在、日本のクラブ数は世界トップクラス（約2,200クラブ以上）。

ロータリーの最新情報や地区内の活動状況についての学びの場
第２５３０地区６０クラブのロータリアンとの交流の場

「地区大会の目的は」
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Review

フランチェスコ・アレッツォRI会長

よりよい地域づくりをめざす「世界を変える行動人」の集まり

泉田ガバナーの支援体制の確立と役割の遂行

「ロータリーとは何か」

「ロータリークラブ会長は」

「浪江ロータリークラブの目標は」



―プロフィール―
■氏 名 泉田 征慶（いずみだ ゆきたか）
■生年月日 1966年12月23日
■所属クラブ 浪江ロータリークラブ
■職業分類 土木建設業
■事業所名 株式会社 泉田組 

〒979-1521
双葉郡浪江町大字権現堂字上蔵役目17-1

国際ロータリー第2530地区ガバナー
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創設期
1905-1911

世界への拡大
1912-1930

リーダーの育成
1931-1957

グローバルな奉仕
1958-1984

壮大な目標
1985-2004

インパクトの重視
2005～現在

ロータリーの歴史 1905年～現在



創設期
1905-1911

最初の4人のロータリアン

ポール P. ハリス。

1905年：ロータリー創設

弁護士だったポール P. ハリスは、2月23日
に米国イリノイ州シカゴで初のロータリー
例会を開きました。ハリスは、地元の多種
多様な職業人を集めたクラブを思い描きま
した。
財団への寄付（US$1,000以上）に達した方
ポール・ハリス・フェロー（Paul Harris 
Fellow）

1905年、初のクラブ例会とともに始まった
ロータリーの創設期には、友情と奉仕に基づく

地域社会のつながりを築くことに
焦点を当てていました。
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創設期
1905-1911

1908年：ロータリー第二の都市

11月、サンフランシスコ（米国カリフォルニ
ア州）に二つ目のロータリークラブが設立さ
れ、ロータリー第二の都市となりました。
ポール・ハリスは人的ネットワークによる持
続的な拡張戦略を用いた先駆者

サンフランシスコ・ロータリークラブの
初期の徽章（1911年頃）。

（1905年の設立から3年後に2つ目のクラブ
が設立された）

公衆トイレ設置についての協議が行われた会合の
議題資料（1907年10月）。

1907年：初期の奉仕プロジェクト

シカゴ・ロータリークラブは、街の衛生改善
のために公衆トイレ設置のニーズについて市
民団体と協議しました。

（1905年の設立から２年後に初の奉仕活動
会開始）

６



７

創設期
1905-1911

（1905年の設立から６年後に会報誌が発行
される）

1910年：クラブ連合会の設立

1910年にシカゴで開催された第1回ロータリー
大会に16のロータリークラブの代表者が集ま
り、全米ロータリークラブ連合会を設立。

（1905年の設立から5年後に16クラブに増え
連合会が設立された）

ロータリークラブ連合会を設立する
ための大会開催の通知（1910年5月）。

1911年：『The Rotar ian』誌

すべてのクラブに同じメッセージを届け、クラブ
と会員からのニュースを伝えることを目的に、
1911年1月に『The Rotarian』創刊号が発行され
ました。
誌名は2020年『Rotary』に変更されました。

『The Rotarian』誌は創刊時には
『The National Rotarian』と呼ばれていました。
創刊号には、ポール・ハリスが書いたエッセイとクラブのニュースが掲載されました。



「日本にロータリーを紹介したのは「朝日新聞の特派員」

1920年、日本で最初のクラブ設立を提案したのは
米国駐在の朝日新聞特派員・米山梅吉。

彼はシカゴのロータリーに触れて感動し、「これを日本にも」と帰国後に熱心に普及。
彼は【日本ロータリーの父】と称されます。
三井信託の創設者としても活躍した実業家

ポール・パーシー・ハリスと３人の仲間たち

ポール・ハリス・フェローPaul Harris Fellow）

「ロータリークラブ創設者」

conclusion
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「財団への寄付（US$1,000以上）に達した方」
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